
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男らしさ、女らしさといった考え方は人の無意識に存在する。「スイーツ男子」といった言葉

の裏にどのような性別の固定観念が潜んでいるのか、また、教育の場においてそうした固定観

念はどのような影響をもたらしているのか、ジェンダー・ステレオタイプを取り巻く多くの事

例について考える。 
日本を変えた女性たち ①      

広岡 浅子 19 分） 

江戸から明治へ移り、社会が急速に西欧化していく中、炭鉱事業や銀行・生命保険会社の設立、

また、日本女子大学校の設立にも携わり、日本の近代化と女性の教育機会や職域の拡大に貢献

した女性です。 

日本を変えた女性たち ②        

津田 梅子 18 分） 

6 歳のとき日本初の女子留学生として岩倉使節団とともに渡米。帰国後、当時の日本女性の地

位の低さに落胆し再度留学。その後、世界各地からも援助を受けて女子英学塾（現：津田塾大）

を開校し、女性が自立し未来を描けるよう土台を作った女性です。 

日本を変えた女性たち ③        

吉岡 彌生 19 分） 

明治時代、女子が医師になる道は厳しく、“女子入学禁止”や“女医亡国論”など男尊女卑の

風潮が激しい状況の中、医師となり、また、女性が医学を学べる環境をつくることに力を尽く

した。東京女医学校（現：東京女子医科大）を設立し、医学分野への女性活躍の道を向上させ

ることに邁進した女性です。 

日本を変えた女性たち ④        

『市川 房枝 ～女性の権利を求め闘った政治家～ 』 22 分） 
地元で教員や新聞記者として働く中、女性差別を不満に感じ、社会を変えたいと上京。 

“平塚らいてう”らと婦人運動に取り組み、1945 年“婦人参政権”を獲得。 

87 歳まで無所属議員として社会のため、また女性の地位向上のために、尽力した女性です。 

日本を変えた女性たち ⑤        

『猿橋 勝子 ～女性科学者のパイオニア～ 』 20 分） 
女子の進学率が低かった時代、帝国女子理学専門学校に進学。1954 年太平洋ビキニ 

環礁でのアメリカの水爆実験がもたらした放射性降下物質“死の灰”の分析で世界的な 

評価を受ける。退職後、毎年女性科学者を表彰する猿橋賞を通じて女性科学者を支援。 

日本の女性科学者に活躍の道を切り開いた女性です。 
  

『映像で学ぶジェンダー入門①男らしさ／女らしさ』 

－社会を覆うジェンダー・ステレオタイプ－（40 分） 



『女たちの 10 年戦争～男女雇用機会均等法 誕生～』（60 分） 

昭和６０年、「男女雇用機会均等法」が成立する。就職、昇進、定年など職場における男女平

等をうたった日本初の法律だった。立ちはだかる男女の壁、法律成立までの女性たちの軌跡を

追うドキュメンタリー。 

サフラジェット－命を懸けた女性参政権獲得への闘い（１）    

サフラジェット誕生 50 分） 

舞台は 19 世紀後半のイギリス。約 40 年間の女性参政権運動は実らず、1903 年に好戦的な

女性団体“女性政治社会連合（WSPU）”が立ち上がる。彼女たちは“サフラジェット”と呼

ばれた。「女性も法的に人権を認められたい」、この強い思いは加速し膨れ上がっていく。 

サフラジェット－命を懸けた女性参政権獲得への闘い（２）    

『暴走する女性たち』 (50 分） 

議案が見送られたことに激怒し、暴徒化が一気に加速する。デモ、放火、爆破行為をロンドン

の至るところで行い、巨大なテロ組織となる。そのような情勢の中、第一次世界大戦に突入し、

多くの女性が労働力となり、社会への貢献度は否定できないものとなった。 

1918 年、一定の条件を満たす 30 歳以上の女性に参政権が与えられ、当時の男性優位の社会

に一石を投じた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


